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身
近
な
存
在
で
あ
る
携
帯
電

話
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
理

系
大
学
の
学
生
と
一
緒
に
開
発

す

る

と

い

う
、
文
理
合

同
の
学
生
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ゼ
ミ
３
年
次
生

で
実
施
し
て
い
る
の
で
紹
介
す

る
。近

年
、
産
業
界
で
役
立
つ
人

材
育
成
の
一
環
と
し
て
、
チ
ー

ム
で
一
つ
の
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス

を
開
発
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学

習
と
呼
ば
れ
る
教
育
が
理
系
大

学
を
中
心
に
行
わ
れ
つ
つ
あ

る
。

一
方
、
企
業
で
は
企
画
・
営

業
部
門
の
文
系
出
身
者
と
開
発

部
門
の
理
系
出
身
者
が
、
チ
ー

ム
を
組
ん
で
仕
事
を
進
め
る
こ

と
が
多
い
。

こ
の
た
め
文
理
合
同
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
、
企
画
か
ら

実
現
ま
で
成
し
遂
げ
る
チ
ー
ム

活
動
を
、
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド

が
異
な
る
理
系
学
生
と
行
う
こ

と
は
、
非
常
に
貴
重
な
経
験
と

な
る
。

文
系
と
理
系
の
学
生
は
考
え

方
や
物
事
の
進
め
方
が
異
な
る

よ
う
で
あ
り
、
合
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
通
じ
て
相
互
理
解
と
視

野
拡
大
が
期
待
で
き
る
。
こ
の

よ
う
な
文
理
合
同
の
学
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
国
内
で
は
類
例

は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の
役
割

分
担
は
、
企
画
・
基
本
設
計
は

４
校
合
同
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開

発
は
理
系
大
学
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
は
専
修
大
学
で
あ
り
、
各

校
生
の
得
意
分
野
を
生
か
し
た

活
動
と
な
っ
て
い
る
。
神
奈
川

県
と
北
海
道
と
い
う
遠
隔
地
間

で
実
施
の
た
め
、
通
常
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
た
ビ
デ
オ

会
議
や
情
報
共
有
サ
ー
バ
を
利

用
し
て
作
業
を
進
め
、
さ
ら
に

２
回
の
合
同
合
宿
に
よ
り
意
思

疎
通
を
図
っ
て
い
る
。

企
業
で
は
情
報
共
有
サ
ー
バ

や
ビ
デ
オ
会
議
を
活
用
し
て
お

り
、
そ
の
よ
う
な
経
験
も
す
る

こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
移
動
通
信
企
業
と

Ｉ
Ｔ
企
業
の
計
８
社
の
協
力
支

援
を
得
て
お
り
、
特
に
合
同
合

宿
で
は
協
力
企
業
の
方
々
か
ら

実
践
的
な
指
導
を
受
け
る
が
、

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
の

基
本
を
学
ぶ
場
で
も
あ
る
。

今
回
開
発
し
た
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
、
外
出
を
促
す
体
感

型
ゲ
ー
ム
の
「
Ｑ
ｕ
ｅ
ｃ
ｉ
ｔ

ｙ
」
と
写
真

共
有
を
中
心

と
し
て
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
を
広
げ
る

「
フ
ォ
ト
リ
ン
グ
」
の
２
つ
で

あ
る
。

こ
れ
ら
を
活
用
す
る
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
を
い
く
つ
か
提
案
し

て
い
る
が
、
共
通
的
な
目
的
と

し
て
地
域
活
性
化
が
あ
り
、
企

業
の
ほ
か
地
方
自
治
体
を
含
め

た
連
携
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
る
。

経
営
学
部
・
渥
美
ゼ
ミ
で
は
、
理
系
大
学

と
共
同
学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
お

り
、
今
年
で
４
年
に
な
る
。
理
系
の
参
加

は
、
公
立
は
こ
だ
て
未
来
大
学
、
函
館
工
業

高
等
専
門
学
校
、
神
奈
川
工
科
大
学
。

「
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
提
案
の
た
め
の
手

法
」
「
実
践
的
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
開
発
の
手

法
」
―
―
と
学
ぶ
目
的
は
「
文
・
理
」
異
な

る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
を
生
か
し
て

の
共
同
開
発
だ
。
本
年
度
は
「
ク
ラ
ウ
ド
時

代
に
向
け
た
ケ
ー
タ
イ
ア
プ
リ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
取
り
組
み
、
渥
美
ゼ
ミ
か
ら
は
３
年

次
生
１０
人
で
総
勢
３１
人
が
参
加
し
た
。

発
表
会
は
１２
月
１５
日
、
本
学
の
生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
協
力
企
業
の
出
席
の
も
と
開
か
れ

た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
様
子
を
渥
美
教
授
と

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の
寄
稿
で
紹
介
す
る
。

渥
美
ゼ
ミ
参
加
学
生
∥
敬
称
略
▽
佐
藤
ま

な
み
▽
伊
藤
高
廣
▽
大
澤
美
詠
▽
大
竹
章
太

▽
大
槻
和
寛
▽
川
島
み
ゆ
き
▽
小
宮
咲
子
▽

田
名
網
恵
子
▽
並
木
絵
莉
子
▽
八
尋
亮

渥
美
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
、
４

月
か
ら
他
校
と
一
緒
に
ケ
ー
タ

イ
ア
プ
リ
開
発
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
約
１
年
と
い
う
期
間
の
中
で

得
た
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
、

自
身
や
ゼ
ミ
メ
ン
バ
ー
の
成
長

へ
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
特
に

大
変
だ
と
感
じ
た
の
は
、
学
校

ご
と
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
意

識
が
違
う
こ
と
を
は
じ
め
と
し

た
全
体
で
の
意
識
統
一
や
議
論

方
法
で
す
。

渥
美
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
ゼ
ミ
活

動
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
他
校
で

は
授
業
や
卒
業
研
究
と
し
て
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
文
系
と
理
系
と
い
う
文

化
の
違
い
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
各
校
ご
と
に
取
り

組
め
る
時
間
、
メ
ン
バ
ー
の
目

的
意
識
な
ど
に
ば
ら
つ
き
が
あ

り
ま
し
た
。

で
す
か
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
始
め
る
上
で
ま
ず
、
取
り
組

め
る
時
間
や
メ
ン
バ
ー
の
目
的

意
識
が
違
う
こ
と
を
互
い
に
理

解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

各
校
合
わ
せ
て
３１
人
い
ま
す

が
、
全
員
が
顔
を
合
わ
せ
て
議

論
す
る
機
会
は
、
５
月
と
１１
月

に
行
わ
れ
る
合
同
合
宿
の
み

で
、
そ
れ
以
外
は
Ｓ
ｋ
ｙ
ｐ
ｅ

に
よ
る
合
同
会
議
や
ｗ
ｉ
ｋ
ｉ

ペ
ー
ジ
を
利
用
し
た
情
報
共
有

に
よ
っ
て
議
論
が
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
。
合
同
会
議
の
時
間
も

少
な
い
た
め
、
意
見
を
議
論
す

る
こ
と
自
体
が
厳
し
い
状
態
で

し
た
。

そ
の
た
め
、
リ
ー
ダ
ー
間
の

Ｓ
ｋ
ｙ
ｐ
ｅ
会
議
が
重
点
的
に

行
わ
れ
、
リ
ー
ダ
ー
間
の
意
識

に
ズ
レ
の
な
い
よ
う
慎
重
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
な
に
か

課
題
が
あ
る
た
び
に
担
当
を
各

校
に
置
き
、
そ
の
担
当
者
が
各

校
の
意
見
を
ま
と
め
、
代
表
と

し
て
担
当
者
同
士
が
話
し
合
い

を
し
て
決
め
る
と
い
う
形
を
と

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
短

い
時
間
で
各
校
の
意
見
を
組
み

込
ん
だ
結
論
を
導
き
出
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

初
め
て
知
り
合
っ
た
人
同
士

と
い
う
こ
と
で
、
最
初
は
意
見

交
換
に
さ
え
も
ぎ
こ
ち
な
さ
を

感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
合
同
合

宿
や
合
同
会
議
を
通
じ
て
何
度

も
何
度
も
議
論
を
続
け
る
う
ち

に
今
で
は
本
気
で
議
論
を
ぶ
つ

け
合
え
る
仲
間
と
な
り
ま
し

た
。

企
業
の
方
か

ら
直
接
ご
指
導

を
い
た
だ
け
る

こ
と
も
あ
り
、
私
は
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
知
識
や
技

術
的
な
成
長
が
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
を
学

び
、
良
い
仲
間
に
出
会
え
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
皆
で
一
つ
の
こ

と
を
成
し
遂
げ
る
楽
し
さ
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
立
案
し
、

企
画
力
や
考
え
抜
く
力
を
養
う

「
第
９
回
専
大
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ

ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
大
会
が
１１
月
２０
日
、

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ

た
。
応
募
総
数
４５
点
の
う
ち
、
第

一
次
審
査
（
書
類
審
査
）
を
通
過

し
た
１０
作
品
が
出
場
。
教
員
と
外

部
審
査
員
に
よ
る
審
査
の
結
果
、

杉
井
里
沙
さ
ん（
代
表
・
ネ
ッ
ト
情

報
３
）
の
「
学
生
も
大
学
も
驚
喜

す
る
ス
マ
ー
ト
教
科
書
ビ
ジ
ネ
ス

―
電
子
教
科
書
を
活
用
し
て
も
っ

と
効
果
的
に
学
習
し
よ
う
―
」
が

鳳
賞（
最
優
秀
賞
）を
受
賞
し
た
。

杉
井
さ
ん
は
「
前
回
も
教
科
書

を
テ
ー
マ
と
し
た
企
画
で
参
加
し

ま
し
た
が
、
佳
作
で
悔
し
い
思
い

を
し
ま
し
た
。
今
回
は
『
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
演
習
』
と
し
て
メ
ン
バ
ー

１１
人
と
と
も
に
作
り
上
げ
て
き

た
、
出
版
法
や
活
用
法
に
焦
点
を

当
て
た
ア
イ
デ
ア
を
発
表
し
ま
し

た
。
１
年
間
の
成
果
を
残
す
こ
と

が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
」
と
話

し
た
。
ま
た
、「
コ
ン
テ
ス
ト
出
場

を
き
っ
か
け
に
、
以
前
よ
り
も
積

極
的
に
授
業
に
参
加
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
」と
意
義
を
述
べ
た
。

そ
の
ほ
か
の
結
果
は
次
の
通

り
。

【
優
秀
賞
】▽
中
村
将
希
さ
ん（
代

表
・
経
営
５
）
「C

o
m
m
u
n
i
t
y

C
a
r
S
h
a
r
i
n
g

～M
y

C
a
r

か

ら

C
o
m
m
u
n
i
t
y

C
a
r

へ
～
」

（
Ｋ
Ｓ
Ｐ
特
別
賞
）
▽
田
畑
彩
音

さ
ん
（
経
営
３
）
「
国
内
向
け
メ

デ
ィ
カ
ル
ツ
ア
ー
の
事
業
提
案
」

（
育
友
会
長
特
別
賞
）
▽
高
橋
由

さ
ん
（
経
営
３
）
「
デ
ジ
タ
ル
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
サ

ー
ビ
ス
～
コ
ー
リ
ン
♪
～
」

（
佳
作
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）

株
式
投
資
ゲ
ー
ム
に
参
加
し
、

企
業
の
業
務
・
業
績
を
判
断
す
る

力
を
つ
け
る
２
０
１
０
年
度
の
架

空
投
資
期
間
が
１１
月
５
日
で
終
了

し
、
１２
月
１０
日
、

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
表
彰
式
が
行
わ

れ
た
。

「
投
資
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
部
門
」
の
個
人
戦
に
は

学
生
１
０
３
人
、
育
友
会
員
３
人

の
計
１
０
６
人
が
参
加
し
、
有
田

飛
鳥
さ
ん（
経
済
３
）が
２
連
覇
を

達
成
、
団
体
戦
に
は
８
チ
ー
ム
が

参
加
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学

部
の
「
ハ
ー
レ
ム
ズ
」（
萩
原
賢
也

さ
ん
∥
代
表
、
矢
内
敏
樹
さ
ん
、

真
治
達
礼
さ
ん
、
藤
原
直
哉
さ
ん

∥
以
上
３
年
次
）
が
優
勝
し
た
。

「
分
析
レ
ポ
ー
ト
部
門
」に
は
１６
作

品
の
応
募
が
あ
り
、
最
優
秀
賞
の

該
当
作
品
は
な
く
、
優
秀
賞
４
作

品
、
佳
作
３
作
品
が
選
ば
れ
た
。

有
田
さ
ん
は
「
過
去
２
年
間
の

経
験
を
も
と
に
今
年
も
優
勝
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
売
買
結
果

を
分
析
す
る
と
、
利
益
が
出
て
い

る
株
式
が
全
体
の
３
割
し
か
な

く
、
株
式
取
引
の
難
し
さ
を
改
め

て
知
り
ま
し
た
。

い
ま
就
活
中
で
す

が
、
銀
行
や
証
券

会
社
な
ど
金
融
機

関
を
希
望
し
て
い

ま
す
」
と
語
っ
た
。
そ
の
ほ
か
の

結
果
は
以
下
の
通
り
。

【
投
資
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
部
門
個

人
戦
】
《
優
秀
賞
》
▽
高
橋
翔
大

さ
ん
（
商
３
）
▽
菊
地
竹
哉
さ
ん

（
商
４
）【
分
析
レ
ポ
ー
ト
部
門
】

《
優
秀
賞
》▽
西
川
隆
人
さ
ん（
代

表
・
経
営
３
）青
木
良
介
さ
ん（
商

３
）▽
佐
々
木
寛
之
さ
ん（
商
３
）

▽
渡
部
寛
至
さ
ん（
商
３
）

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
（
セ
ン
タ
ー
長
∥
小

林
隆
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部
教
授
）
で
は
、
学
生
が

将
来
の
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る
上
で
ヒ
ン
ト
を
得
ら
れ
る

よ
う
、
実
践
的
な
企
画
を
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
一
環

と
し
て
「
専
大
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
」

「
フ
ァ
ン
ド
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
専
大
グ
ラ
ン
プ
リ
」
が
開

催
さ
れ
、
学
生
た
ち
は
日
ご
ろ
の
学
び
の
成
果
を
発
揮

し
た
。

渥
美

幸
雄

経
営
学
部
教
授
・

電
子
教
科
書
の
効
果
的
活
用
法
―

鳳
賞
に
杉
井
さ
ん
ら
の
グ
ル
ー
プ

キャリアデザインセンター

異
分
野
チ
ー
ム
活
動
は
貴
重
な
経
験

▲ 杉井さんらのプレゼンテーション

経
営
・
渥
美
ゼ
ミ

佐
藤

ま
な
み

（
経
営
３
）

「
投
資
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
部
門
」

個
人
戦
は
有
田
さ
ん
（
経
済

３

）２
連
覇

団
体
戦
は
「
ハ
ー
レ
ム
ズ
」（
ネ
ッ
ト

情

報

）優
勝

遠
距
離
で
も
議
論
を
ぶ
つ
け
合
っ
た

▲ 個人戦優勝の有田さん（左）

▶

渥
美
ゼ
ミ
生
の
発
表
∥
１２
月
１５
日
、

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
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